
アズキのダイズシストセンチュウの生態的防除技術

1．’試験のねらい

　　アズキのダイズシストセシチュウに対し、非寄主作物や抵抗性品種との輸作、有機物の施用、

　天敵微生物の接種等の生態系の機能を利用した総合的な制御技術を開発する。

2．試験方法

　　平成2～4年に、黒磯ヵ場および壬生町のダイズシス’トセンチュウ汚染圃場と、1／2000a

　のワグネルポットで試験を実施した。アズキの晶種は壬生大納言を用いた。有機物の施用等、

作付け前に試験の目的に応じて土壌を処理し、アズキを7月中旬に播種し、ポットは2株を、

圃場は30×60㎝に1株の間隔で栽培した。シストの土壌中密度は、風乾土1009当たりの充シ

　スト数を記した。作物の作付け前後に土壌を採取し、ガラス温室内で風乾した後、710および

250μmのメッシュを用いた浮遊筋分け法でシストを分離し、充および空シスト数を計数した。

　ポットは全株を、圃場は1区にっき5～20株を藩葉後に採取し、ガラス室で乾燥した後に収

量等を測定した。

3．試験結果およぴ考察

（1）いなわら堆肥、鶏糞、牛糞、油粕等の有機物の施用により、アズキの生育、収量が向上し、

　　ダイズシストセンチュウの被害は軽減された（表一1）。

（2）ダイズシストセンチュウによるアズキの被害許容限界を減収率20％とし、その場合のシ

　　スト密度を、作付け前土壌中のシスト数で風乾土1009当たり3個程度：と推定した（図一1）。

（3）ソバ、陸稲、水稲などの非寄主作物の栽培により、シスト密度は1作で2～3分のヱ程度

　　に減少した。抵抗性大豆品種の東山93号は、シストをさらに低減させた。これらの作物を

　　組合せて2作した場合、シスト密度は要防除水準程度（3個／乾土100g）まで低下し、そ

　　の跡地のアズキの被害は軽減され、生育、収量が向上した（表一2）。

（4）天敵出芽最近月α8吻ガα沁肱αωαθの生息土壌や天敵糸状菌月αθcゴZo肌ツcθs．sρのもみが

　　ら、ふすま培養物をダイズシストセンチュウ汚染土に施用し、アズキを栽培すると、シスト

　　密度は無施用区に比べて明らかに低くなった。両者とも施用後2～3年を経過しても効果が

　　認められたが、アズキは充分な収量が得られなかった。これは、天敵微生物の影響よりも、

　　連作による障害の方が大きいためと考えられた。

（5）有機物の施用、非寄主作物および抵抗性晶種の導入等の各種生態的防除法の組合せは、ダ

　　イズシストセンチュウの被害を同避し、アズキの生育を向上させ、その収量は、栃木県のダ

　　イズシストセンチュウ非汚染土での目標収量（150㎏／10a、平成2年度）に匹敵した（表一

　　3）。

4．成果の要約

　　天敵微生物によるダイズシストセンチュウの防除は、充分な効果が認められなかった。有機

物の施用、非寄主作物および抵抗性晶種の導入等の生態的防除法の組合わせは、アズキの収量

を栃木県の目標収量と同等まで向上させ、ダイズシストセンチュウの被害を回避した。

　　　　　　　　　　　　　　（担当者　病理昆虫部　渡辺　守・斉藤浩」）　蟹現企画経営部
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表一1有機物の連年施用とシスト密度及びアズキの収量の年次推移・
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表一？　輪作体系とシスト密度およびアズキの収量

始作体系 シスト数■風乾土100g 子実重（g）／株
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図一1　シスト密度と子実重（平成4年）
　　　　　　　　晶種：壬生大納言

表一3　個別技術の体系化とシスト密度及びアズキの生育、収量
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注）○及び◎は実施、◎は92年の小豆作のための披害回避手段。
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